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電気雷管に関する研究

非五報 テ トラセン及び+'アt/手ニ トロフエ J-ル の

点火玉としての特性について

(n抑26Jr19JJIOTI支‡t)

鋼 的 一 正 ･籾 滞 期

(ltI;'入学･工学与火愁学孜箕)

t 事l t

在米のf6頚矢花1̂m†芋ではq:的と帥SGとの蛙■可q

d :点火1手相不7Fの-1封と且1.･壬)i.点伊 托打もかTL

I)長くて他 丁丹しいの{･Bi通力t淡1_/議L;ても良苦

並びに菜全な詳記を桝し粗い｡qZItfm 乃雌 として

.IW 糊 及びA'L伊 与mlのrJTFlA-ことが戦く申漉せられ

ろ現在に於ては,このようなqg式はポ責当て僻 に於

こもL'L火コカ;一拍にTZJIJせ(>LLろ上うに1̂つた｡.L'･.火

:Eでは胃相と.1●L火匁とI')妓QhJJ一触 取 去せL-}ALろ

のC退出な労相をlHいれば.･.'し火l即日の上17f比1._,約め7J

ことができろ叩 Cある｡

･'･淡王の望PPはしてはeEに多くの必!缶性の叩妹盛域

は鮎分aEが似 せらJt,一股にはIE顔.無役の食払畷

粗 こ釣狐がg･く‖いらJL.ていろ11であるが,維新噂
は池肺の.1'UkTE経にklLて.L.'.く火帖rlJ,がhlく,その伯凸

の少し､ 和も･.■I,脚 洲"も拙く'CRl】許な,uPも瞬yJ他の

凡いものとして.比佃的旺発火 ■̀ほ朴 1~ろ抱以i2rにWE
FLL.サ ト9-I:ン 及び デT y'FAトE,フエ ノーJL･

(nl)Nll')を遊び.竹4の小批又はPJ-Nのill介部.班

は行々をlJ.制とLrCこJLにfLhQ)必何を配合したものを

.戊火iにしてその什他を他 し7二1.rJJ記の爪租の一

つとして坦i性のL叫文机長旅なで′ミトl･t'yJL･シン兎

及びこJLをji欄としたiJt合苑の北大_lilこつしてJt,北伐

のためにFT-)はfL舛蛍を71った｡

の一端を倒 し,以枚のy!芸に‖いろ出合aSの虹城を

定めろ1二めに姉妹者及び細 の々-1嘘の=職 分茄につ

いて 7(rupp発火･Ejt屯盗により,姐常のカ法IC叛火

点をZrk'した.

柵 は春吉戒の1gに対してtEクナンの4=.'汎称 J

lcc及び少丑のJクノールを加えて3LIよしたものとL

た｡銭射18 1にJh,T;した上うに火脚 J)=Pl乱介Jr

n 実戦方法及び結果

lO A･- IL)常火L-141軸IL'L■(火

tE拙 文火させろに召す7JLL小rJTに漣LL花倍の休作'_/JjilとすLLは).(火訂Q)兇火･.'.(.点伝呼11及び恭啓

tILとに帝防ナろが,確火瓜のJZ管がlとも大きいもの

と必われろのC,兜づそV)野ABをIuいた点火王のI班

には先 発々火点紫gtの7柁合血統の.t'wW Jtた そこでテト7-t･ン.ULI.Yl1を夫Jt:l三ノ内とすろ

=雌 缶茄にはこれらの相 伴の払暁をZぴ.条ttとしてJilに
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ろことにした｡

") 範′】恕 血kTE淀ZとぴJt大ィ､点火屯誰U.3112

秋 に野ナ7.LL小の旬護gT'臥 ･もV′捉点火作文には

初刊であ り.JjEのよ大局淡にtlrろJL火時抄 哉 し

て短く,従ってそのばらつきのI川故 も少いことカ推

即せらJLろが,他方に放て主旨た花弘に対する安全姥も

考瓜しなくてほならないので,これらfE泣KLの泊流.

退任なちぎることが頂ましい｡占かこ一花 泌 二郎け らYt
火の舶 並L<に迷うl三馬法に対する偲 JFL,咋妹Irろた

め.新拭称こついて完全～.T.火芯誰u 上火不点火芯誠

とを 軒一粗 で･迷べた方軸 こIIJ.W.ilした.,ここ.Cは
Fト FM の糾科 川脚 を悉く光火t･･LW.,J=止るJlと小 の

人 】

'Ji曲作什 f;u押 ilL比6V
JtfIの怒d抑左115士01OLユ

芯隷S･i‡′】瀧 ･●t火花辻とし,lt桝 小のt刑も井火し

小てl比llJろ収入のqi‡PT,史大不良火T=班とした1

付火.工JT,神 は曲朋′′Jt合と全くl岬 にゼタナyと

ITノーJtとを用いてモ6.を買鵜に附iD言せた究火存

分/)みQ)もので, 1別J3BF且は約 20.Ttg,棚 はF'J

ltJぐ川 とした｡

舶双は･JjlにTJJ;したhlく,浦安芯誰虻の大小が,むt
.''T.の応Vtに必TLも羽子していない｡こLLは.釣gtのAと

初に述べた上うに.㌔.(火紫の焚火を丘圧すろ剛 (･(ま瓜火

塔の発火.'地し外にもあらからでもろ｡

ItJlこ托米J)約度式では115拓決に上ろ宛火.如 :l払○ぐ

の掛 甥に対してトト.肺tll･▲C満態Lた脚 三は,Aと人1､

Jr.(火''V経が024̂ ,Jl‡小文全,･'･火花淡がUJ】A CL

つ た｡

11り L.r.脚 的1..1'u紳古P11及び地新化ruJの珊'il

令&tin･旦火二Liセロ矧 こ鮫肌した花環閉館の什5m

′ 一生 火 芳 川 ＼ 習 流 L.慧'安芸還 発火点 nl:1'いて 那 判 4'JJ法 (芯か , シけ り に上
.Tlo軌 峻 (A) (A) (｡C) ろ満広法)に上って 一̂秋特別-F'脚 恥 政は(･'･'iW

l ナ ト ク 七 ン 井蛙O26 0ユ2 日5 断仝ISm(.,tl火脚 Uと.1-池I抑 ほ の利 を珊nlLJ火
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Jfを変え,7n]もこの柑虻のptいてuEEの均分には点火.

攻は焼餅迄に淡水ろ馳 明 しく変I灯 るので.TE淡

としては机 淡をとらないで息火時f;tlIこ対してti.点

火迄の,洲 に如しでは地所iZの干上J屯淡,駅 に

は屯涜力持から求めた句法の榊 をとって他誌と時
間との択伴を示した｡b･くすLuffE泥の屯正にはk顎

鎌に不変電淡に月する内船判 られろ髄でもろ.この

点をiEに強めろために均斉度のftも古いNo3V)電'4

m℡について欄 の1EEEをlCDVに満めて不変ql淡に

対すろ点㈱ 糊 を粥貸した｡脚 lJ=ついて

4iJの止を見ろと.離 した芯鼓のj5mでは角んとイ;

変で,.h'oJについてfi仰 STnSであるq)で,ここで

攻めたL棚 時r;lJから 05nu をiQL:1=ものを不d:

Tti細 こ対すろ.L'.(火l榔打と推治し1=｡これらのiI災rlと

推定めとを炎4に71-;したh:,芯淡と特ruJとの馬脚1上

紀の平明 淡とl.Wlltの純綿と全く一致すらのでui局

このiN定他 びに推態竹を介めて 図50)曲叫をh-い

た｡従ってLuiI屯iqのt正が任くて玉山Lろql淡が叫rZjI

>JI J
'-W 作仲.t薄 紅it lOOV

訪ft(t丸nrf)の接競 H tI土tI.0】tl

鞘 堂耶 ●閣 ' (黒 ど,(A) (m4)

05 L6J5

0505 1501
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20 lZ0
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1451 J7
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2.9) 29

I2Lt i?7

070 2ti

OL7 26

･恭 5-JO鵜川の叩J'J帆

と共に城少す/D牡令には.1紀L')如くlt上Jq洗をとつこ

不軌 誰に月する7印抑 】の対18S･胡わ+ものと見なL

て放んと訣Z!のないことが触 られろ｡

皿 稔 措

テトクーt:y及び))L).Ntl'の点火ユ三好洞としての捕性

12を吟朝け ちことを出目的として=汗1-の41岬 嘘は=

ら組i介粥から1Lろt,(火=tの性旭を鵬 したのであろ

が,ナT.タt=ンもl)D:ヾPも発火J●くが･適度に政い地

番でもろので.これらを仙 Lた).I(火までJIT･期Lた辿

b.･R火及び瓜脚 抄:はめて抱く.大 の々船 も少く,

r佃も点火よ伸夫の抜J別こ上って蜘 淡に対すろ'k全

段もたしてZSいことが冨8められた｡辞だ似 L<に均斉

JQ'の.'iでは秘こPI木の血合iFE･如何の究九･一lb'JJ.1組

成の泥剤からILろJ'･.火立村 ‡も柑LL,ナトクセンとト

y8-トとのiJl合方がこiuこ･Xいていろ｡

他Lbに於てJ一山恥THlの制 に払 ･ことはttm 行先･(･
不発tzきた抄のIXfTにとつては†こ碑でTF充の書と他 界
喝白b:高くTLろ恕 Lがあるが,..',(火IRi"の髄 をこの

程煙にJkめて./.く雌特別のみを姓すことは引皇ど柑規な

和田ではない｡又.･●脚 nについては･●i火鍔の与を対

魚にLI.いで当然･'i煤茄とL純 絹はけ べきであろ｡

tIAトL･レ′Jt,シン針CIよその触 性から推刺せ

ちLLろ辿り上■洲 抄;誠だ克く.'dl邦TF矧こはI周 の

上rCもろが.その他 :耕しく,.I'i火L!rmのばらつ.

さも火きいので研 艮B･耕 きし11Jない｡

はすで姓ベl=上iに良火玉樹 ではⅦfilと点火器と

の漉l*はFL策でもろが.なおJI.火lWqJこALZ托 生じ.

父,ltL火JTtI-.t火屯淡とltJJ､:是全...-fJt可淡との仙 こかな

I)のLmさF･:ヒrろのは電fAのtW .寸JiE,形状などに

も上ろことu勿カICあろが.TLI絹に附KJするl■t*茄J)

itと形とl=人いに軸 し.繋lb:多くなろ超.又髄紬

が華中に稚く11人せらLLろ臥 屯fJiの恥 =-}くな

IJ.苑火し♯くfl･ろからである..(.･JPim】も赤池杜の

群*を受けろでもち～から,llL火器の肘掛丑と形状と

をだj帝にすらことがJiJZFL酌._,祢めるたかこは肝弊(･あ

I.lu

M 女に水研究な行l)lこuつては,文飾'h料学研兜兜

LI)規的な受けたことを嫉珊11lyJtJtに..放火帯の合成

にhL々 榊山ノJき)Ll=嫡池JE三畔托.JIJFAl堆攻及び

81元滋m凪こIIFく納札を小述べろ｡

文 ■1

1) Lq畔 3.燕火繋tA金J 9(2J).110(l卯9)

i) -,u_10(27),169(1950)
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ljJ, I)J火 ●姓成nl㍍軒の先攻にTnする考か

trol}ller10】

AmoI】LrLllt,IPLLIO｡ 亡OnIPOSLLlonStlSd lnLhLS e叩CnlrLCbL,tllemLX111rC eOt15柑tlngOf
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mztLlrぐ10fthc* two coTnlX)T)t=ntJShovetlLiemosl eXCellentTeStlltsAStorthelnSLAnLa･

Jl-=nltJrlrlElg

l.orlZlヽtahCC.OZHheelecLTlClletoTu一〇rSWlth lg7lltlOtlChart'eofltllSCCmJW ltlCTl,lgrH-

LIOl)IngS"ereZltX)llLユrLLStor】̂ .0.7msfor2A･MdlnLtlatIOTllLlg､'aJO5rnJthrollghout

Lllt!mTlgeI)I0 5-2.1.azldLbeLleヽ,I.ltLOnSLET)m.1ヽCmgC .ヽTIltJCSlnetLChlAgS叫･L･reI)eL･1ト

gLl巾 S王rLlll

Frm thertSultjObuLned,ltWasf〇一】Z)dthLtE･LmCCne,'ll… dl一】llrophel)OIAt)LIparlltn2-

h.lythtfmはLu,eorthe t㈹パ ーemuchsultdbleforigllLIOtlCbaTgeOHnStJntAZ)COtJSelec-

trlCdeLotLalort､､henltIChlgh8m raC)･OL長rl】】gtZmelS deM ed

爆美用原料の乾燥に関する考察

(輔 JD26年uJJ10Fl受4)

日 米

(目刺 ヒ藁甲州 t売析)

J 棚 甘

仲買から液体 1割こ水と抹Ijこすろ抄合3CのJl抄:比13p

rJ')少しF.!に比の鮒 1tを乾雌とl軒Tろ｡乾淡されろべき

他刃には災Tl..rl聖体Lih',Htの三伯灯があろが州 水の蛇

奴が収も桝が多くin冊 Cみろ｡

舷悦IFIL̀附 にもrblH､とl代目功'.あるが.牝城相川を行

うものはITJlf水のみCもろ｡之L=ほ水に不肘放物HとILL

7tl芦脚 力双の=姐瓜があり,ilは にはホ切,淑払 &'lTr糸

等があI).筏抑 こは榊IA.机石,食姐等が.qしていろ｡

一般に脚 は柑殊の齢 を1よきJWL.の切な以封を配

介弧 二蛇放してt./jlJ:.成'IL'.rlLEI.水分なた†け Y.町は

邦の蛸ノ)を?iL;.棚Wkな粧1す/Jから之頂J弓L8Fの乾

炊け茨は成J7.LDH.災4･G17-するものC･lFPなものでも

ろ｡

1鼻弱艶泣工切1こ放ては期切な.Lr也採特を多必 し

ていろから,牝の拙 作の巧拙 池 'J.の品又のみな

らず,共の生鼓コスH=も多大の彰廿を及ぼすもので

ある｡

｣投に前aCG榊 を舷奴1-ろ齢 jZ糊と各期とでは,

所恥 切 なろt+である｡柚 こFak'のはな吸出性指

定では比の較向が著 し い｡それは媒戦力倉‡1始 .火

宅の温 泌 f=ろ各と考えられる亡亡等Dtt件TJ空

化が化比辿皮に如EpJ/ごろ妙帝を1.gえちかをW J'tlに求

めて花畑相乗位中の糾上に許したいと必†｡

JL 叱 浪 速 Tl式

Z文触駁Rt

やZ加地雌犬に倒し従米の㍍兜J)lr'tなにをEY,とIrろ布
g性光柵 rる｡

lL) (a)F氏にII(川ま,-J2rl･l帖の庇鰍 柚l騨乾嫌,

嫉琳位相 一役及同郡二段の≡mI料こ分れていろ｡

ullJ分水Illと乾脱 皮の閑休7'L功irrT-九は'

L4 I

+蚊油汗q)含イi水から甲仲水分7i･.))いたものを自由
/idlと呼ぶ.t〕山水分の之をはいtlfiW 1-_対

すろ割合を笥分率で東わしたもウt･,tユ出合水中
と灯する.




